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温もりのある社会へ
茨城・飯野　峻太朗
　「あー。やっと辿り着いた。」
　閉園間近のチケット売場の窓口に現れたその青年は、安堵の微笑でそうつぶやいた。道中迷ってしまったのかと尋ねる母に、
　「いいえ、わずかな記憶を頼りに人に聞き聞き来たので、こんな時間になってしまったんです。」青年はそう答えたそうだ。

　僕の母は牛久大仏に勤めている。これは、母が大仏の券売場の担当をしていた約十年前の出来事だ。

　突然窓口に現れたその青年は、数年前牛久市久野町にある茨城農芸学院という少年院に収容されており、出院間近の奉仕作業で他の十数名の生徒と共に牛久大仏を訪れたそうだ。お昼に出されたお弁当や、三時のおやつの美味しさ、何よりこの時僧侶が話してくれた法話に感動し、自分の人生を深く見つめ直し心の底から反省することができた。そして、この学院を出院した暁には、必ず立派な社会人となってあの時のお礼を言いに戻って来るんだと決め人生がんばって生きてきた。そして今日、やっとその思いが叶えられたと目を輝かせて語ったのだ。
　母は、若い男の子達のお腹がいっぱいになるようなお弁当の中身を考えて手配したり、たまにしか食べられないであろうおやつに何が入っていたら喜ぶかなと一つ一つお菓子を選んでいたのは自分だったこと、こうしてすっかり更生し、立派な社会人となってわざわざ訪ねてくれたことを心から嬉しく思うと伝えながら涙が止まらなかったそうだ。

　現在でも、年に一度は農芸学院の生徒が牛久大仏に奉仕作業にやって来る。作業中の彼らの姿は、実に規律正しく、すがすがしく、すばらしい態度なのだそうだ。また、毎年行われている相撲大会の時など、回しを巻いた上半身裸の背中にしっかり入れ墨が入っていたりするが、「○○ちゃん頑張れ！」などと下の名前で呼び、大声で応援し合うごくごく普通のまじめな少年たちなのだそうだ。
　しかし、そんな彼らであっても、出院後二年以内の再入院率は十一パーセント。五年以内の再入院率は十六パーセントと、全ての少年がこの青年のように更生できるわけではないのが現実だ。

　本当は更生し、まっとうに生きていきたいと思っているのにも関わらず、彼らを取り巻く環境がそれを許さないのかもしれない。

　そもそも彼らが非行に手を染めた原因も、親が素行不良であったり、養育放棄をしていたり、複雑な家庭環境があったりそういうことに起因することが多いらしい。そんなつらい現実からの逃避であったのかもしれないと考えると、彼らを一方的に責めることはできないのではないだろうか。また非行に走ってしまった彼らに対し、社会はあまりにも無関心で、手を差し延べる大人もいなくて･･･。

見守る大人がいなければ、悪い仲間のいる“自分の居場所”に戻るしかない。それに、人が何かにつまずき間違った方向へ進んでしまうと、周りの人間はすぐに“そういう人”というレッテルを貼ってしまいがちだ。そういう色眼鏡で見るから、自分自身の力だけで方向転換することがとても難しくなる。彼らは逆に歪んだ社会の被害者なのではないのだろうかと思えてくる。

　人には性善説と性悪説があるが、僕は前者を信じたい。心の性根の腐った人間なんて本当はいない。心が傷ついたり、弱ってしまったり、壊れかけてしまう人はいる。でも、そういう人間を助けてあげられるのは、やっぱり人間でしかないのだと思う。
　罪を犯した彼らを、あっちの世界の人間などと分け隔てて考えるのがそもそもの誤りであって、条件さえ揃ってしまえば、心の闇が膨張し、飲み込まれてしまう可能性は誰にだってあるのだと気づくことだと思う。その上で、彼らの痛みを本当に理解し、罪を償った後、彼らを同じ環境に埋没させてしまうのではなく、心から更生を願う人間が胸を張って生きてゆける社会を創り出すことが、延いては僕達自身が平和に明るく暮らすことのできる社会を生み出す結果となるのだと思う。

　人の表面の行動を見るだけでなく、その本質を見極めること、受け入れること、許すこと、それが今僕ができる社会を明るくする運動の手始めだ。友人関係の中で、親子関係の中で、一人一人が少しずつ実践していくことでその輪は広がり、温もりに満ちた社会が、そして世界が創り出されることと信じている。
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